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アンモニア分解ガスから燃料電池自動車の燃料水素を 

高効率で回収する水素精製装置を開発 

 

アンモニア分解ガスから燃料電池自動車 注 1)用高純度水素を高効率で回収する水素精製

装置を 10Nm
3
/h の規模で開発し、水素回収率 注 2)

90%を初めて達成しました。また、10%

のオフガスをアンモニア分解用熱供給装置に供給することができ、エネルギー効率 注 3)
80%

以上で高純度水素の製造が可能となりました。本成果によって、アンモニアから安価な高

純度水素を製造でき、燃料電池自動車や燃料電池フォークリフトの燃料として供給するこ

とが可能となります。 
内 閣 府 総 合 科 学 技 術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 会 議 の 戦 略 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 造 プ ロ グ ラ ム

（SIP）「エネルギーキャリア」（管理法人：国立研究開発法人  科学技術振興機構【理事長 

濵口  道成】）の委託研究課題「アンモニア水素ステーション基盤技術」（研究責任者：広

島大学【教授 小島  由継】）において、大陽日酸㈱は、アンモニア分解ガスから燃料電池

自動車用高純度水素を高効率で回収する技術を開発しました。  

アンモニアは NH3 で示されるように、多くの水素を含んでおりエネルギーキャリア 注 4）

として期待されています。しかし、アンモニアの分解（脱水素）反応は吸熱反応であり 、

反応熱



＜開発の社会的背景＞  
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＜研究の経緯＞  
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＜研究の内容＞  
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＜今後の予定＞  

3

CO2  

 

 

図１．水素精製装置の概観  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．水素精製装置のフローシートの一例  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．アンモニア水素ステーションの概念図  
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5)  4 Pressure Swing Adsorption PSA
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